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○観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付要綱 

令和５年３月31日告示第64号 

改正 

令和７年３月31日告示第83号 

令和８年５月７日告示第133号 

観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、動物の愛護及び管理についての意識の高揚を図るとともに、飼い主

のいない猫の不必要な繁殖、環境被害等を防止するため、予算の範囲内において飼い主

のいない猫の不妊又は去勢手術（以下「手術」という。）に係る費用の一部について、

観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金（以下「補助金」という。）を交付

することに関し、観音寺市補助金等交付規則（平成18年観音寺市規則第１号）に定める

もののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（補助対象者） 

第２条 補助金の交付を受けることができる者は、次に掲げる要件の全てを満たす者又は

団体（観音寺市地域猫活動支援事業補助金交付要綱（令和５年観音寺市告示第63号）第

１条の地域猫活動グループを除く。以下同じ。）とする。 

(１) 個人にあっては市内に居住し、かつ、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）に

よる住民基本台帳に記録されている者、団体にあっては県内に事業及び活動の拠点を

有する団体であること。 

(２) 個人にあっては当該個人が、団体にあっては当該団体の代表者が本市の市税を滞

納していない者であること。 

(３) 次条に規定する補助対象の猫を保護し、かつ、手術を受けさせた者又は団体であ

ること。 

２ 前項の規定にかかわらず、動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号）

第10条第１項に規定する第一種動物取扱業を営む者又はその者が代表者である団体は、

補助金の交付の対象としない。 

（補助対象の猫） 
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第３条 補助の対象となる猫は、次に掲げる要件の全てを満たすものとする。ただし、こ

の要綱による補助金と同様の趣旨の補助金等を受けた、又は受ける見込みである猫は、

対象としない。 

(１) 市内において保護されていること。 

(２) 飼い主のいない猫であること。 

(３) 獣医療法（平成４年法律第46号）第３条に規定する届出を行った診療施設で手術

を受けていること。 

(４) 手術済みであることを識別するために、その耳の一部を切り取っていること。 

(５) 手術後は、保護した場所に戻すこと。 

（補助金の額等） 

第４条  補助の対象となる経費は手術に要した経費とし、補助金の額は猫１匹につき

10,000円又は当該手術に要した費用のいずれか少ない方の額とする。 

２ 補助金の交付は、１回の申請において個人にあっては１人につき５匹、団体にあって

は１団体につき10匹までとする。 

（事前申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、手術を実施す

る前までに、観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金事前申請書（様式第１

号）に、次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

(１) 誓約書（様式第２号） 

(２) 手術を受けさせる猫の生息する地域を示した地図 

(３) 前号により示した地域に手術を受けさせる猫の生息が確認できる写真 

(４) その他市長が必要と認める書類 

２ 申請者は、２回目以降の事前申請をする場合においては、その前の事前申請に係る補

助金の対象となる事業（以下「補助事業」という。）の完了後に申請しなければならな

い。 

（補助予定者の決定） 

第６条 市長は、前条の規定により申請書の提出があった場合において、その内容を審査

し、適当と認めるときは、観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金補助予定
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者決定等通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。 

（補助事業の変更等） 

第７条 前条の規定による通知を受けた者（以下「補助予定者」という。）は、補助事業

の内容を変更し、又は中止しようとするときは、観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢

手術費補助金変更（中止）申請書（様式第４号）を市長に提出し、その承認を受けなけ

ればならない。 

（補助事業の実施） 

第８条 補助予定者は、第６条の規定による通知のあった日から起算して60日以内に補助

事業を実施しなければならない。 

（交付申請） 

第９条 補助予定者は、補助事業を完了したときは、完了の日から起算して30日以内に、

観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付申請書（様式第５号）に、次に

掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

(１) 領収証（手術の費用及び手術を行った日を確認することができるもの） 

(２) 手術した猫の全身及び耳の一部を切り取ったことが分かる写真 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（交付決定） 

第10条 市長は、前条の交付申請書の提出があった場合において、その内容を審査し、適

当と認めるときは、観音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付（不交付）

決定通知書（様式第６号）により補助予定者に通知するものとする。 

（補助金の請求） 

第11条 前条の規定による通知を受けた者は、補助金の交付を受けようとするときは、観

音寺市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金交付請求書（様式第７号）を市長に提

出しなければならない。 

（交付決定の取消し及び補助金の返還） 

第12条 市長は、偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けた者があるときは、補

助金の交付の決定を取り消し、既に交付した補助金の返還を求めるものとする。 

（その他） 
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第13条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年３月31日告示第83号） 

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和８年５月７日告示第133号） 

この要綱は、令和８年５月７日から施行する。 

 


